2003年度夏学期　経済１（中西徹）　2003年7月18日施行
（注意）解答は１・２は表に、３と４は裏に、それぞれ与えられた箇所に記入すること。解答は日本語または英語で書くこと。時間は60分。持込み不可（ただし、日本語を母国語としない者に限り、日本語についての辞書持込みを許可する）。解答用紙の追加はしない。計算過程は残しておくこと。

１．以下の問に答えよ。（３０点）

　分益小作制度と定額借地制度という二つの半封建的な労働契約の下における、地主の最適化行動を考える。農村市場賃金ｗ＝
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（一定）は所与であるとき、地主が提示しうる最適な分益小作率α＊（小作人の取り分の全生産量に対する比率）と、最適な定額借地料＊を示しつつ、解答用紙にある図を完成させなさい。
　ただし、農産物価格は１，取引費用（監督費用）は無視できるものと仮定し、
Ｌ：労働量、Ｙ：生産量、ｆ(Ｌ)：生産関数、ＭＰ：限界生産性である。

２．次の各問に答えよ。（各５点：計２０点）

（１）次の文章における下線部の誤りを正せ。
　一次産品は、工業製品との比較において、所得弾力性が小さく、価格弾力性が大きいので、輸出産品として不利であるという理由から、戦後、発展途上国は工業化を急いだ。
（２）しばしば開発が遅れた国々では資本係数が大きいが、これは何を意味するか説明せよ。
（３）完全競争の下では、労働の限界生産性曲線が労働の需要曲線になることを説明しなさい。
（４）買手独占的な労働市場を考える。農産物価格は１，労働の限界生産性が－Ｌ＋１２０、労働供給関数がｗ＝[image: image2.jpg]b=



Ｌ＋２０で表される。独占者にとって最適な賃金を求めよ。

３．次の各問に答えよ。（各１０点：計３０点）

（１）ルイス型の二重経済論において、食糧不足点（Shortage point）において工業化が停止する可能性が生じるのは何故かを簡潔に説明しなさい。
（２）農村と都市の間に大きな賃金格差が観察されるにもかかわらず、都市の高い賃金を求めて離村が進み農村から人がいなくならないのは何故か。授業で説明した議論を前提として、都市賃金が100、農村賃金が80という例を用いて説明しなさい。
（３）「緑の革命」は都市失業を緩和するというメカニズムを複数の観点から説明しなさい。

４．５人からなる社会を考える。貧困線を100として、以下の問いに答えよ。（２０点）

（１）「初期条件」と「Case A」という二つの異なる状況での各人の所得が次のように与えられている。この２つの状況を比較し検討しなさい。（５点）

	　
	下位低所得者
	上位低所得者
	　中所得者　
	低位高所得者
	上位高所得者

	初期条件
	２０
	６０
	８０
	１２０
	２００

	Case A
	０
	１０
	１１０
	１２０
	２００


（２）「初期条件」からの変化には、下の「Case １」から「Case ３」まで３つの可能性がある。

	　
	下位低所得者
	上位低所得者
	　中所得者　
	低位高所得者
	上位高所得者

	初期条件
	２０
	６０
	８０
	１２０
	２００

	Case １
	３０
	７０
	９０
	１２０
	２００

	Case ２
	３０
	６０
	７０
	１２０
	２００

	Case ３
	３０
	６０
	８０
	１１０
	２００


このとき、以下の問に答えよ。 

１）クリフォード・ギアツ（Cliford Geetz）のいう貧困の共有（shared poverty）が変化の過程で生じていると考えられるのはどのCaseか？Case １からCase ３の中から最も適当なものを一つ選べ。（５点）
２）「初期条件」と「１）のCase」について、貧困指標を利用して「貧困の共有」が生じていることを確認せよ。（１０点）

